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１回戦で大将戦の末、和歌山を退けた島根と試合巧者を揃えた東京の２回戦。東京の先鋒山田は、試合開始から積
極的に攻め技を出す。中盤、小手から面の二段技で鮮やかに面を決め一本勝。試合の流れをつかむ。次鋒戦、東京
永松は終始、間合を詰めて機を窺い技を出し、絶妙なタイミングで引き面を決め王手をかける。中堅戦、東京の立
澤も果敢な攻めから機会を捉えた跳込み面、引き面を連取し前３人で勝負を決める。副将戦、東京西川は先に出頭
面を奪われたが中心を攻めて、手元を上げさせ小手を二本連取する。大将戦、東京河本も切れの良い引き面を決め
完勝する。東京の打つべき好機を確実に押さえる手堅い試合内容で一方的な試合展開となった。島根としては、先
鋒次鋒とも一本負けで試合の流れを作れなかったのが惜しまれる。
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